
 

  

令和 7 年 10 月 5 日(日)「水木学区防災の集い」 

アンケート集計結果 

有効アンケート数:106 

(紙による回答 103,ネットによる回答 3) 

水木学区コミュニティ推進会 自主防災部 

令和 7 年 11 月 15 日 部会資料 
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ほとんどが当日の紙での回
答でネット回答は少ない 

出席者の約７割が男性 

水木町、森山町からの参加者
が多い 

４０代以下の参加者が少ない。
最多は７０代 

年齢層とも関係すると考えられる
が、２人世帯が多い 

男性 



 

危険なし 

内水 

河川 

土砂 

いいえ 

はい 

地震により被害を受けたり身の危険を
感じた参加者が多い。東日本大震災の
影響があると思われる。台風が地震に
続いて２番目に多い 

参加者のほとんどがハザードマップを確
認している。また、「危険なし」の回答
が多い 

家族間の安否確認方法を取り決め
ているのは約半数と少ない 

知人等を中継して安否確認する人
の方が伝言ダイヤルよりも多い 



 

 

 

 

多くの参加者が食品・飲料水のロ
ーリングストックや定期的な備蓄
品の確認を行っている。一方、何
もしていない参加者が約 1/4 いる 

多くの参加者が避難場所の確
認をおこなっている。一方、
何もしていない参加者が約３
割いる 

多くの参加者が地震対策を行っている。一方、

何もしていない参加者が約７％いる 

自宅以外の場所に避難が必要な事態に備えてどのような対策をとっていますか？いくつでもあげて
ください 104 件の回答 



参加したことがある 

知ってはいたが参加なし 

知らなかった 

防災訓練の参加者が多いが、
未参加者が 96 人中 19 人いる 

時間的な問題で防災訓練に参加で
きないかたが多い。また、会場に
行くのが大変という回答も目立つ 

防災用品含めた防災情報や体験型の研修の希望が多い 



 

 

自助に重点 

聞いたことない 

バランス 

共助に重点 

公助に重点 

意味を理解している 

意味わからない 

多くの参加者が、「自助、共助、公助」の言葉を聞いた
ことがあり、意味も理解している 

自助に重点をおいた対応やバランスをとれ
た対応の選択が多い。一方で、共助や公助
のみへの重点化を選ぶ参加者は少ない 

何かしらの助け合いができる
と考える参加者が多い（特に
安否確認、救助活動、消火活
動、高齢者等へのケア） 

町内会・自治会やボランティア組織
への期待が大きい 

地域で大規模な災害が発生し、住民同士の助け合いが必要になった場合、あなたは何ができると思い
ますか？ 90 件の回答 

防災に関して「自助」「共助」「公助」という言葉をご存じですか？ 94 件の回答 

災害時に地域の活動において役割を果たすと考えられる組織は何だと思いますか？いくつでもあげてくだ
さい。 93 件の回答 



 

今後、防災に関して「自助」、「共助」が促進されるために、国や自治体に期待すること

はなんですかな？率直なご意見を記入ください。 

 

１ 町内会・自治会への出席、話し合いを大事にする 

２ 監視カメラの設置 

３ 地区の高齢独居者や身体障害で歩行困難者の避難をはあくしておいて救助に行く人(複数人)

を決めておくことが必要 

４ 今のままで良い 

５ ローリングストック等カタカナが多すぎる用語辞典に入っている？ 

６ 定期的な防災訓練の実施 

７ 共助における緊急対策に少しでも予算を出してほしい 

８ 国は災害を未然に防ぐ科学技術の研究に力を入れる等 

９ 死なないための器具 空中に軽く浮くシステム製作 

10 情報提供 水・食料・生活用品の提供 福祉避難所の充実 

11 防災の集いに参加し有意義でした 防災意識を多くの方に知ってもらうと良いと思います 

12 国や自治体ではなく町内会が大事と思う 

13 デマにまどわされない正確な情報発信 

14 配水車の充実 増加する高齢者対策(解っていても行動できない人が急増している) 

15 地域に関する適切な情報の提供 

16 災害にあたり近所のコミュニケーションがなく非常に心配しております 

17 自助しかないのでは 

18 情報の共有の期待 

19 様々な人に促して情報発信の＊＊をお願いします 

20 人口減少の中、高齢化の中において、共助も厳しい状況にあり、他県、他市町村の応援が必

要である 

21 迅速な情報の提供など 

22 水木団地に住んで周囲の川沿いの樹木が伸び放題 倒れて川がせき止められたらと思うとと

ても心配(市の方にはなしているが)未然に防ぐ対策をしっかりとってほしい 

23 防災の集いは定期的に行うべきだと思います 

24 自助共助の役割を明らかにするためにも国自治体の災害時の動きとやることできないことを

明らかにしておくこと 

25 水、食料品の支給 

26 高齢者が多く自助、共助といっても難しい 公助も 3.11 の時はとっても遅く今後はスピード

感をもって助けてほしい 

27 なんらかの減税 例：消費税 

28 今回のような啓発活動が重要だと思います 

29 自分の命は自分でまもる教育 

30 避難所の提供 

31 基本は「自助」にあることの意識づけ 共助の促進のための好事例紹介 

 

以上 


